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第51 回 小牧市社会福祉大会被顕彰者
ー敬称略・順不同ー

受賞おめでとうございます

第67 回 愛知県社会福祉大会被顕彰者
ー敬称略・順不同ー

区分 地区 氏名

知事感謝（20年以上） 中部地区 井　洋子
県社協会長表彰
（15年以上）
（２名）

味岡地区 増田　　湊

篠岡地区 塚田　さよ子

県社協会長感謝（6年以上） 味岡地区 永井　幸男

民生委員・児童委員として長年活動されている方々がその活動を讃えられ、受賞されました。
全国、愛知県、小牧市の社会福祉大会における受賞者を紹介します。

区分 地区 氏名

厚生労働大臣表彰
（20年以上）
（２名）

西部地区 小栗　佳子

味岡地区 鈴木　エイ子

全国社協会長表彰
（15年以上） 味岡地区 日置　和枝

令和元年度 全国社会福祉大会被顕彰者
ー敬称略・順不同ー

区分 地区 氏名

社協表彰
（11年以上）
（13名）

南部地区 沖本　榮作

中部地区
（４名）

今枝　窈子

穗積　光惠

丹羽　祐二

舟橋　典子

西部地区
（３名）

水無瀨　昌子

都留　茂生

佐橋　延務

篠岡地区
（３名）

光村　伊都子

森　　　肇

峯田　一子

北里地区
（2名）

五十君　ひろみ

伊藤　賢児

市長感謝
（８年以上）
（20名）

南部地区
（６名）

小川　千代子

豊田　　覺

土屋　美鈴

木村　正尚

太田　久美子

松永　実千代

中部地区
（２名）

松屋　亜州男

日比野　秀子

西部地区
（２名）

藤村　晴康

佐藤　昭二

味岡地区
（３名）

川口　正光

濱口　初枝

野口　　通

篠岡地区
（６名）

西村　 樹

木村　好美

栗山　暢子

岩田　良子

中川　豊子

大西　良雄

北里地区 舟 　郁夫

区分 地区 氏名

社協感謝
（５年以上）
（53名）

南部地区
（８名）

鈴木　耕一

松岡　末子

服部　成子

中村　宏美

大﨑　順子

林　　隆治

竹内　敏雄

田中　佳子

中部地区
（８名）

槇内　賀代子

川村　克重

馬渕　淑子

酒井　とも子

堤　　正治

林　千代子

仙石　俊子

来治　英治

西部地区
（８名）

増田　信道

増田　貞子

假屋　啓子

稲山　のり代

丹羽　 雄

田中　正造

小田　京子

森　美智子

地区 氏名

味岡地区
（11名）

大橋　忠雄

北島　美年子

井戸田　保寿

倉澤　とみ子

落合　妙子

栗木　清裕

栗木　佐智子

倉川　道子

牛田　昌吾

平坂　礼子

今村　　究

篠岡地区
（11名）

稲垣　澄代

木村　勝保

落合　英明

小林　靜生

増子ひと美

五味　建治

三好　厚子

井浦　律子

深堀　　修

駒走　昭代

船橋　由美

北里地区
（7名）

橋　春子

野田　武和

吉田　専一

大野　美子

長谷川　邦子

古澤　和輝

林　　好子
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相
談
窓
口

■
介
護
相
談
・
高
齢
者
相
談

　
　

在
宅
介
護
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　
▽
相
談
日　
毎
週
月
〜
金
曜
日

　
▽
時　
間　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
▽
直
通
1
７
7—

２
８
９
３

（
小
牧
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
）

■
心
配
ご
と
相
談

　
　

財
産
・
住
宅･

家
族
・
離
婚
・

人
権
な
ど
に
係
わ
る
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
▽
相
談
日　
毎
週
水
・
金
曜
日

　
▽
時　
間　
９
時
〜
15
時

　
▽
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員
ほ
か

　
▽
直
通
1
７
２—

４
１
１
４

■
法
律
相
談

　
　
心
配
ご
と
相
談
で
受
付
し
た
ケ
ー

ス
の
う
ち
、
法
律
上
の
専
門
相
談
が

必
要
な
方
を
対
象
と
し
ま
す
。（
無
料・

一
人
30
分
）

　
▽
相
談
日　
毎
月
第
3
金
曜
日

　
▽
時　
間　
13
時
〜
16
時

　
▽
相
談
員　
弁
護
士　
※
要
予
約

■
内
職
相
談

　
▽
相
談
日　
毎
週
木
曜
日

　
▽
時　
間　
10
時
〜
15
時

■
障
害
者
相
談
支
援
事
業

　
「
障
が
い
何
で
も
相
談
」　

　
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
日
常

生
活
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
▽
相
談
日　
毎
週
月
〜
金
曜
日

　
▽
時　
間　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
▽
直
通
1
6
5—

7
0
5
0

市社協1 ７７—０１２３

■お問い合わせ・お申込み
　小牧ワイナリー
　野口字大洞 2325 番 2
　1 79 -3001 担当：芳

は　が
賀

■お問い合わせ・申し込み
　地域活動支援センター本庄プラザ
　147-0841

■お問い合わせ
　社会福祉法人すずかけ福祉会
　1 71-3644

■お問い合わせ
　篠岡地域包括支援センター小牧苑
　大字大山字岩次 208 番地 15　
　1 78-7530　

す
ず
か
け
共
同
作
業
所

開
設
４０
周
年
記
念
上
映
会

　
記
念
企
画
の
第
２
弾
と
し
て
、２

本
の
映
画
の
上
映
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

『
星
に
語
り
て
』

（
き
ょ
う
さ
れ
ん

４０
周
年
記
念
映
画
）

脚
本：山
本
お
さ
む　
監
督：松
本
動

内
容：東
日
本
大
震
災
発
生
時
、障
が

い
を
持
つ
人
た
ち
が
ど
う
生

き
た
の
か
。当
事
者
か
ら
の
取

材
に
基
づ
き
製
作
。

『
夜
明
け
前
』

（
日
本
精
神
衛
生
会・き
ょ
う
さ
れ
ん
提
携
映
画
）

監
督：今
井
友
樹

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン：竹
下
景
子

１
０
０
年
前
、座
敷
牢
に
幽
閉
さ
れ
た
精

神
障
が
い
者
を
救
お
う
と
す
る
医
師
呉

秀
三
の
軌
跡
を
た
ど
る
。

入
場
無
料
／
字
幕
付
／
先
着
順
で
す
。

【
日
時
】

１
月
１２
日（
日
）

午
後
１
時
～
午
後
４

時
３０
分（
開
場
）午
後

１２
時

３０
分
）

【
場
所
】

あ
さ
ひ
ホ
ー
ル

（
ラ
ピ
オ
小
牧
５
階
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
開
催

精
神
障
が
い
者
家
族
の

つ
ど
い
の
ご
案
内

　
今
年
度
か
ら
、愛
厚
ホ
ー
ム
小
牧

苑
で
は
、公
益
事
業
と
し
て「
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
小
牧
苑
」を
、月
に
１

回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
物
忘
れ
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、

コ
ー
ヒ
ー
や
お
菓
子
を
楽
し
み
な

が
ら
、日
頃
か
ら
感
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
、お
話
し
し
ま
せ
ん
か
？

　

参
加
費
は
１
０
０
円
で
す
。皆

様
、お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

１２
月

２４
日（
火
）、１
月

２８
日（
火
）

２
月

２５
日（
火
）、３
月

２４
日（
火
）

毎
月
第
４
火
曜
日
、

午
後
１
時

３０
分
か
ら
３
時
ま
で

【
場
所
】

愛
厚
ホ
ー
ム
小
牧
苑
内　
食
堂

　
精
神
障
が
い
の
あ
る
当
事
者
の

ご
家
族
を
対
象
に
、家
族
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。病
気
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
や
情
報
を
得
て
、家
族
同

士
が
語
り
合
い
交
流
す
る
場
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

１
月
１６
日（
木
）  

３
月
７
日（
土
）

午
後
１
時
～
３
時

【
場
所
】

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

本
庄
プ
ラ
ザ

（
大
字
本
庄
字
藤
ノ
木
１
０
８
７
）

【
申
込
】

左
記
へ
事
前
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

愛
厚
ホ
ー
ム
小
牧
苑

本
庄
プ
ラ
ザ

映
画
上
映
会
の
ご
案
内

小
牧
ワ
イ
ナ
リ
ー

作
品：「
道
草
」監
督：穴
戸
大
裕

内
容：
地
域
で
暮
ら
す
知
的
障
害

者
と
、支
援
者・
家
族
と
の
日

常
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画（
字
幕
付
）

【
日
時
】

１２
月
１４
日（
土
）

①
午
前

１０
時
～
②
午
後
１
時

３０
分
～

（
上
映
時
間

９５
分
）

【
場
所
】　

小
牧
ワ
イ
ナ
リ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】

大
人
８
０
０
円

中
高
生・障
が
い
者（
家
族
含
）５
０
０
円

小
学
生
以
下
／
介
助
者
無
料

【
定
員
】  

１
回
１
０
０
名
迄

※
事
前
予
約
要　
12
月
11
日（
水
）迄

定
員
に
達
し
た
場
合
は
、締
切
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

福
祉
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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優
秀
賞

■
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
　

認
知
症
高
齢
者
な
ど
判
断
能

力
が
十
分
で
な
い
人
に
対
し
て
、

自
立
し
た
地
域
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
生
活
支
援
員
が
、
様
々

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
日

常
的
な
金
銭
管
理
の
支
援
や
重

要
書
類
等
の
預
か
り
を
行
う
事

業
で
す
。

　
▽
相
談
日　
毎
週
月
〜
金
曜
日

　
▽
時　
間　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
▽
直
通
1
6
5—

7
0
5
0

　
「
子
ど
も
の
発
育
が
心
配
」「
子
ど
も

が
利
用
で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
知

り
た
い
。」「
障
害
手
帳
に
つ
い
て
知
り

た
い
。」
等
ご
相
談
を
伺
い
ま
す
。
子

育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
の

で
、
保
健
師
等
や
助
産
師
と
一
緒
に
相

談
に
の
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
相
談
日
時
】
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
30
分

【
場
所
】
ラ
ピ
オ
３
階

　
（
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　
小
牧
市
小
牧
三
丁
目
５
５
５

　
1
７
1
―
８
６
１
１（
代
表
）

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ラ
ピ
オ
障
が
い
児
出
張
相
談

　
市
民
の
皆
様
に「
福
祉
」の
こ
と
を
わ

か
り
や
す
く
、楽
し
み
な
が
ら
理
解
し

て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
社
協
の
職
員

を
派
遣
し
、講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
区
や
老
人
ク
ラ
ブ
、ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
な
ど
の
集
ま
り
や
、企
業・団
体

等
の
会
合
な
ど
で
。

▽
お
申
込
み
先

　
1
6
5
―
7
0
5
1（
担
当：森（
健
））

※
講
座
内
容
の
例
も
あ
り
ま
す
。お
気
軽
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。

ふ
く
し
の
出
前
講
座

福
祉
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

オ
ー
ネ
ス
ト
桃
花
林

お
く
ど
さ
ん
の
会
開
催

　

オ
ー
ネ
ス
ト
桃
花
林
お
く
ど
さ

ん
の
会
は
、認
知
症
の
方
や
そ
の
家

族
の
方
、又
地
域
の
方
々
や
専
門
職

の
方
、誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
り
安

心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
で
す
。桃
花

林
自
慢
の
お
く
ど
さ
ん
を
使
っ
て

昔
な
が
ら
の
ご
飯
を
炊
き
ま
し
ょ

う
。羽
釜
で
出
来
る
お
こ
げ
は
絶
品

で
す
。美
味
し
い
ご
飯
を
食
べ
な
が

ら
、薪
を
く
べ
る
、火
を
お
こ
す
な

ど
懐
か
し
い
昔
話
に
花
を
さ
か
せ

ま
し
ょ
う
。

【
開
催
日
】	

奇
数
月
第
4
火
曜
日

　
　
　
　
　

午
前 

１１
時
～

【
会
費
】 

３
０
０
円

　
毎
年
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
企
画
し
て
い
る
家
族

介
護
者
教
室
。

　

今
年
は『
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
竹
島
で
ご
利

益
を
い
た
だ
き
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
過
ご
す
癒
し

旅
』と
題
し
て
、10
月
17

日（
木
）に
26
名
の
方
々

と
蒲
郡
の
竹
島
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
昔
か
ら
霊
験
あ
ら
た
か
で
有
名
な
竹
島
神
社
に

参
拝
し
た
後
は
、温
泉
、買
い
物
、竹
島
水
族
館
見
学

な
ど
各
々
お
好
き
な
過
ご
し
方
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
み
な
さ
ん
と
会
話
で
き
て
良

か
っ
た
。」「
久
し
ぶ
り
に
海
を
見
ら
れ
て
癒
さ
れ

た
。」と
、う
れ
し
い
お
言
葉
を
お
聞
き
し
、同
行
し
た

職
員
共
々
、日
頃
の
疲
れ
を
一
時
忘
れ
、楽
し
い
秋
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
８
月

１１
日
に
行
わ
れ
た
福
祉
映
画
を
鑑
賞

す
る
会
で
は
、特
別
企
画
と
し
て
障
が
い
者
の
理
解
を

求
め
る
映
画「
ぼ
く
は
う
み
が
み
た
か
っ
た
」を
上
映
し

69
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。併
せ
て
当
日
参

加
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、映
画
感
想
文
コ
ン
テ
ス
ト
を

行
い
ま
し
た
。見
事
、小
牧
市
立
小
牧
南
小
学
校
２
年
生

林は
や
し

花か
ほ保

様
が
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
の
で
、こ
こ
で
紹

介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■お問い合わせ /
　オーネスト桃花林
　大字上末字道場

580 番地 1
　担当  荒川登志子  
    1 78 -3300

小
牧
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所 

家
族
介
護
者
教
室

～
秋
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
旅
行
～

福
祉
映
画
を
鑑
賞
す
る
会
特
別
企
画

『
ぼ
く
は
う
み
が
み
た
か
っ
た
』

感
想
文
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
決
定
！

小
牧
南
小
学
校
２
年
生　

林は
や
し　

花か

ほ保

　

わ
た
し
は
、じ
へ
い
し
ょ
う
と
い
う
び
ょ
う
き
を
は

じ
め
て
き
き
ま
し
た
。は
じ
め
、こ
の
人
は
な
に
を
い
っ

て
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、え
い
が
を
み

て
る
と
、だ
ん
だ
ん
つ
た
わ
っ
て
き
ま
し
た
。き
っ
と
、

じ
ぶ
ん
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

お
も
い
ま
す
。わ
た
し
は
、べ
ん
き
ょ
う
が
あ
ま
り
す
き

じ
ゃ
な
い
け
ど
、す
き
な
あ
そ
び
を
や
っ
て
る
と
き
は

た
の
し
い
で
す
。だ
か
ら
、こ
の
人
と
お
な
じ
き
も
ち

だ
と
お
も
い
ま
す
。ふ
ね
に
の
っ
て
い
る
と
き
に
、ミ
ニ

カ
ー
を
う
み
に
お
と
し
て
し
ま
い
、あ
ば
れ
ま
し
た
。だ

い
じ
な
も
の
を
な
く
し
て
し
ま
い
、か
な
し
く
な
る
き

も
ち
は
、わ
た
し
も
お
な
じ
で
す
。す
ご
く
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。む
ず
か
し
い
人
だ
と
お
も
わ
ず
に
、わ
た
し
と

お
な
じ
き
も
ち
が
あ
り
ま
す
。こ
ま
っ
て
い
る
と
き
は
、

ち
か
ら
に
な
っ
て
あ
げ
た
い
と
お
も
い
ま
し
た
。

　 

〈
原
文
の
ま
ま
〉

ぼ
く
は
う
み
が

み
た
く
な
り
ま
し
た



社会福祉協議会では小牧市とともに、第３次地域福祉計画、地域福祉活動計画
（平成 29年度〜平成33年度）に基づき、小牧市のまちづくりをすすめています。

助け合いで
地域のつながりを

シリーズ㉘
㉖

災害時、緊急時の備え、
 モデル事業 「安心カプセル」誕生
　モデル事業「安心カプセル」の取り組みを紹介させていただきます。
　令和元年９月２２日（日）に行われました味岡小学校区の防災訓練に合
わせて、東田中区では、災害時避難行動要支援者台帳に登録している方々
の安否確認をする訓練が行われました。
　その訓練では、東田中地区の評議員が、台帳登録者のお宅を訪問した
時に、緊急時にすばやく連絡先やかかりつけ医が分かる、「安心カプセル」
をお渡しし、冷蔵庫に保管する呼び掛けを行いました。これは、地元企
業の東

とうかん
罐興業株式会社様からカップを提供していただき小牧市、小牧市

社会福祉協議会のモデル事業として実施したものです。

お問い合わせ 
小牧市社会福祉協議会 地域福祉課 

地域支え合い推進員 
【TEL 65－7051（直）】

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」と
は
？

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、認
知
症

の
人
や
家
族
に
対
し
て
温
か
い
目
で
見
守
る
、

認
知
症
の
人
の「
応
援
者
」で
す
。現
在
、小
牧
市

で
1
7,
0
0
0
人
の
方
が
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り

ま
し
た
。

　
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
程
】

令
和
２
年
３
月
７
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時

【
場
　
所
】

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
3
階　
大
会
議
室

【
対
象
者
】 

小
牧
市
内
在
住・在
勤
の
方

【
参
加
費
】 

無
料

【
申
　
込
】 

事
前
申
し
込
み
要　
３
月
２
日（
月
）ま
で
に

小
牧
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い　

T
E
L 

７
７

－

２
８
９
３
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
民
向
け
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

安心カプセルとは

　「安心カプセル」には、緊急情報カードと病院等でもらう薬剤情報や薬
の袋などを入れます。緊急情報カードには、本人の基礎情報、緊急連絡
先、かかりつけ医療機関等の医療情報を記入しておきます。
　保管場所の冷蔵庫には、保管の印として安心カプセルシールを貼ります。
安心カプセルと共に、携帯用の緊急情報カード「安心御守」もお渡ししま
した。「安心御守」は、財布や保険証ケースに入れて使用します。
　いつ起こるか分からない地震などの災害時や急な病気の時に、救急隊
員が冷蔵庫を開ければ搬送時に必要な情報がスムーズに伝えられること
を目的とし作られました。
　小牧市では、日頃から防災意識を高め、特に一人暮らしの高齢者や障
がいのある方、高齢者世帯の方々が安心して暮らせる取り組みとして、
災害時避難行動要支援者台帳への登録者への見守りや、このカプセル
を配付することで、日頃からの住民同士の見守りや繫がり作りをめざし
ています。
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